
1本⽬︓Wiggler HX
• マクロビーム(数百μm〜数mm)による試料全体
のすべり挙動のその場観察 (XRD, imaging)

• 従来測定から2桁以上の⾼速化で, すべり速度ス
テップ実験を実現

• 地震発⽣域をカバーする幅広い圧⼒領域で, 不
安定すべりが起こるタイミングをモニタ

2ビーム同時利⽤により、不安定すべりと断層⾯の不均質構造の相互作⽤を解明

2本⽬︓Undulator HX
• マイクロビーム(数μm)をスキャンし, 断層⾯
上をXRDマッピング

• 従来測定にはない新たな⼿法で, 断層⾯上の摩
擦係数の時空間発展をその場測定

• 断層⾯の不均質構造（アスペリティー分布）
の実体を明らかにする

深さ~30-70km
までのプレート境界
では, アスペリティ
（固着域, すべり速度弱化
領域）周辺でスロー地震が
起こるなど, 不均質な断層⾯
構造が発達（左図）

その圧⼒条件で
摩擦実験を実現し, 

断層⾯の不均質構造が
不安定すべりを誘起する

プロセスを, 2ビームを⽤いて
その場観察する（右図）
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